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県内の「院内がん
登録情報」を収集・
分析する体制整備
（院外：都道府県
がん拠点病院の
役割）

１．都道府県拠点の指定
要件として、今年度は県内
48病院 2022年症例のがん
登録数と治療数の情報収
集と部会で承認を得た協
議会ホームページ広報の
更新が未である

２．「標準登録様式」の改
訂や5大がん以外の病期
分類（中級者レベル)登録
に困っている実務者が多
い

３．実務者が相談できる場
が少ない

令和７年
３月
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課題名 現状の問題点 改善のあり方
改善時期
（予定）

D
 実行

Ｃ 評価

１．2022年症例の県内がん登録部会の登録数と5
部位がん（大腸・肺・胃・乳・前立腺）治療法の収集
と協議会のホームページに広報を行う

２．年に２回院内がん登録実務者ミーティングを開
催し研修や統計活用などを通し実務技能の習得と
登録精度向上を目的に持ち回り当番病院と連携し
て会の企画・運営を行う

（１）第1回 R6年11月14日 （講義形式Zoom予定）
 当 番 ：県立尼崎総合医療センター
 テーマ：喉頭･甲状腺･食道の解剖とUICC
　　　　　TNM病期分類と演習含む3時間 予定
 講 師 ：国立がん研究センター 江森氏

（２）第2回 R7年2月 予定 （情報活用Zoom予定）
   当番　：加古川中央市民病院
   テーマ：2022年症例公表統計作成　　等

Ａ 改善

令和７年
３月

１．がん登録実務者の認定
および4年毎の更新試験が
実施され、国や患者が求
めるがん登録実務者の技
能向上が求められている・
今年度は中級認定実務者
が1名減となりマンパワー
が減少している

３．実務者有志のメーリングリストを活用し県内実務
者の相談支援を行う

がん登録実務の
精度向上
(院内）

１．登録の精度とマンパワーを上げるために新人教
育を行い認定者を育成する・新人以外は国がん主
催の研修に参加し、日々の実務に反映させる。ま
た、中級認定更新1名の合格を目指す

２．国がんの公表時期に合わせ自施設ホームペー
ジの2023年症例のデータ更新を目指す

３．GTS機能を使用した届出方法を理解し安全に期
限内届出を行う（7月8日～8月9日）
 (エラーなどが生じた場合は、国がんや登録システ
ムや当院システムに問い合わせ協力依頼する）

４．運用管理規程に沿ってセキュリティ対策を継続
し、全国がん登録の生存率集計に合わせた時点で
2016年症例５年予後還元が受けられる準備が必要
である。

２．指定要件「院内がん登
録データを活用し登録数や
各治療法をホームページ
にて広報すること」が示さ
れており、集計・分析技能
の向上が求められている

３．オンライン届出はセ
キュリティ対応や品質管理
チェックが登録改訂等に伴
い作業が難しくなっている

４．2016年症例以降の生
存率集計(全国がん登録)
が未定である


